
「国土交通大臣登録 木造耐震診断資格者講習」 

「木造住宅の耐震改修技術者講習会」

受講申込書 （太線枠内に記載して下さい）

耐震診断資格者講習の受講申込にあたって、以下に記載した事項が事実で、かつ、正確で

あることを誓います。この申込書の記載事項又は申込みに必要な書類に虚偽があった場合に

は、受講修了証明書は交付されず、また交付後にあっては受講修了証明書を無効とされても

異議を申し立てないことを誓います。 

受付番号  

受講番号
フリガナ 

受講者氏名 

（必須・自署)
修了番号

生年月日 

（必須） 

昭和 

平成 

希望受講日及び希望受講地 
受講希望の会場、講習会に○印

現 住 所

（必須） 

〒   －     

都･道 

府･県 

浜松会場（H27.9.29 9.30） 

沼津会場（H27.10.27 10.28）

静岡会場（H27.12.3 12.4） 

電話番号 

（必須） 
－    －     

FAX 番号 
（必須・勤務先等

でも可）
－    －     

E メール 

アドレス
＠ 

建築士資格 

及び番号 

（必須） 

一級 第              号 

構造設計一級 第              号 

二級 (        )都道府県(       )   第              号 

木造 (        )都道府県(       )   第              号

確認欄 
（一級建築士・構造設計一級建築士の方） 

建築士登録を確認する事を  承諾しない ・ 承諾する 
※何れかに○を記入して下さい。承諾するに○印が無い場合、受講は出来ません。

送付先住所

（現住所と異な

る場合） 

〒   －     

都･道 
府･県 

お預かりした個人情報は、本講習会の受付、運営及び本会のサービスに関する情報提供のために使用するとともに、個人情報保護法に

基づき、適正に管理致します。申込受付等の一部の業務を外部に委託することがありますが、委託先につきましては、適切な事業者を

選定し、秘密保持、安全管理等についての契約を締結して、適切な監督を行います。 

特別聴講 特別聴講を希望する方は左の欄に○をして下さい。なお、写真及び次頁の申込に必要な書類は必要ありません。

平成２７年度

国土交通大臣登録 木造耐震診断資格者講習

整理票

受講番号 講習科目 出欠欄

受 講 地 建築物の耐震診断総論

氏  名 建築物の耐震診断の方法

（太線枠内を記載して下さい） 例題演習

W 

写真貼付欄

6 ヶ月以内に

撮影した写真

縦 4.5cm 
横 3.5cm 

脱帽上半身

裏面氏名記載

平成２７年度 

   年   月   日



受講者氏名 

○受講料及びテキスト申込 

受講料 

受講される講

習会の申込欄

に○を付けて

下さい。 

申込 講  習  会  名 金 額（税込み） 

 国土交通大臣登録 木造耐震診断資格者講習 \16,200 円 

 上記講習を構造設計一級建築士の方が科目一部免除で受講する場合 \12,960 円 

 木造住宅の耐震改修技術者講習会 \8,640 円 

テキスト代 

当日持参の場
合は１に、購
入する場合は
２または３の
申込欄に○を
付 け て 下 さ
い。 

申込 テ キ ス ト  名 金 額（税込み） 

 １．購入しない（当日持参する）   ― 

 ２．「2012 年改訂版 木造住宅の耐震診断と補強方法」（W-1） \7,200 円 

３．「木造住宅の耐震補強の実務」（W-2） \4,114 円 

○申込に必要な書類（同封確認欄に○を付けて下さい。）

書  類  名
同封

確認欄

国土交通大臣登録 木造耐震診断資格者講習

１ 建築士免許証の写し

２ 二級・木造建築士の方で、静岡県で登録されている方は、建築士登録証明書（原本）は不要 

二級・木造建築士の方で、静岡県以外で登録されている方は、建築士登録証明書（原本）が必要 

３ 次のうち、何れかの書類の写し

①運転免許証 各都道府県公安委員会発行のもの（国際運転免許証は除く）

②日本国パスポート

③住民基本台帳 顔写真が記載されているもの

④外国人登録証明書 在留資格のあるもので、在留期限まで 90日以上あるもの

⑤健康保険証に加え、住民票または外国人登録原票記載事項証明書 

住民票、外国人登録原票記載事項証明書は、発行日から３箇月以内で、現住所が記載されているもの

４ 構造設計一級建築士免許証の写し（科目一部免除で受講する場合）

木造住宅の耐震改修技術者講習会

国土交通大臣登録 木造耐震診断資格者講習の受講修了証明書の写し。

ただし、２日間連続受講の場合は不要


